
 
 
 
 
 
 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

 
に

､
不
幸

が
非

常

に
重

ッ
て
あ

つ
た
の
だ

(
拙
者
は
病

の
爲

め
歸

國

し
る

 
所
で
・
・
・
・郷

里
で

に
大

火

が
あ

つ
て
、
然

も
拙
者

の
家

は
風

下
七
軒
目
で

 
丸
焼

け
、

大

切
な
参

考
物
等

も
皆

火
に
喰
わ
れ
た

の
だ
)
其

の
不
幸
も
忘

 
れ

て
る
事

が
出
來

て
あ

つ
た

の
だ
ー

他

の
乗
客

を
見
た
ら
、

例

の
秋

田
婆

 
さ

ん
は
餘

程
苦

す

へ
と
見

へ
て
、

向

ふ

｢
ハ
ツ

マ
キ

｣
・
・
・
・若

へ

｢
デ
モ

 
紳

士
｣

風

の
人
は
、

顔
色

を
青

く
し
て
、
｢
ス
タ

ヱ
｣
を
押
へ
押
へ

し

て
る

 
・
・
・
・
、其

の
脇

き

の
若
い
美
人

(
奥

さ
ん
風
)

は
ネ

ム
ソ
ー
な
目
を
し
て

　
｢
コ
バ
ル
ト

｣

の
呼
吸
を

し

て
る
、

拙

者

の
向

ふ

の
學

生
帽

の
青
年
は

何

 
や
ら

の
雜

誌
を
見

な
が
ら

(
讀
ん
で

る

の
が
單

に
本

に
目
を
向
け

て
る

の

 
か
)
ネ

ム
タ

ソ
ー
な

｢
ア
ク
ビ

｣
幾

回

も
幾
回
も
し

て
あ

つ
た
、

拙
者

は

こ

 
ん
な
人

の
様

を
見

て
こ
ー

思

ふ
た

の
だ
。

｢
今

此
等

の
人

に
、

イ
サ
ヽ

カ
で
も
洋
畫

趣

味
を
平
常

持

つ
て
居
た
な
ら

 
ば
、

か
ゝ

る
場
合
見
苦
す

い

｢
ア
ク
ビ

｣
等
を

せ
な

く

と
も

面
白

く
樂
し

 
く
乗

つ
て
居
ら

る
ゝ

も
の
を
｣
・
・
・
・
と
・
・
・
・
、

拙

者

の
身

の
上

を
も
忘
れ

 

て
、

此
等

の
人

々
が
氣

の
毒

に
見
え
た

の
で

あ
る
。
 

 

 

 

 

 
拙

者
は
其
れ

か
ら

｢
ス
ケ

ツ
チ
｣
も

や
り
、

車
外

の
景

色

も
樂

し
く

見
た

 
・
・
・
・
、や
が

て
小
暗

ら
き
時

に
驛

夫

の
聲
で

下
車
し

た
、

出
向

い
に
は
親

 

父

と
弟
が
來

て
あ

つ
た
。

(
完

)

 
 

飾

り
氣

の
な

い
面
白

い
丈
章
で

あ
る
か
ら
、

東

北
地
方

の
言
葉
遣

ひ
は

 
 

わ
ざ

と
其
儘

に
し

て
置

き
ま
し
た
(
編
者

)

 
 

『
み
づ
ゑ
｣
に
希
望
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　
石
川
縣
小
松
町
 
湯
 
 
 淺
 
 
 
生

『
み
ず
ゑ
』
の
發
展
と
内
容
の
向
上
さ
れ
た

る
を
喜
祝

す
。
 
 
 
 
 

繪
畫

既

に
美
術
な
り
―
―

水
彩
畫

は
繪
畫

な
り
―
―

『
み
づ

ゑ
』
は
水
彩

畫
同
好
者
の
絶
大
指
南
車
な
り
―
―

此
見
地
よ
り
し
て
プ
ラ
イ

ス
は
多
少

ヱ
ル
ヒ
ヨ
ー
ヘ
ン

さ
れ
て
も
僕
は
原
色
版
、

色
彩
石
版

の
よ
り
多
か
ら
ん

こ
と
を
希
望
す
。
 
 
 
 
 

 

僕
由
來
風
景
畫

を
殊
に
愛
好
し
、

近
く
は
六
拾
六
號
大
下
先
生

の
｢
し
け
｣

藤
嶋
先
生
の

｢
代
官
阪
｣
前
號
の

｢夏

の
山
村
｣
前
々
號

の
石
井
先
生

の

｢鴨
川
｣等
最
垂
涎

し
て
喜
悦
喜
悦
。
 

 
 

 
 
 
 
 
 

僕
矢
張
六
拾
六
號
に

『
み
づ

ゑ
』

の
親
友
君
の
御
説

の
如
く
、

大
下
先
生

の
紅
葉
せ
し
雜
木
林
、
極
め
て
遠
き
遠
山
の
繪
具

の
遣
ひ
分
け
等
、
或
は

旅
行
中
得
ら
れ
給
ひ
し

ス
ケ
ッ
チ
原
色
版
を
掲
出
あ
り
て
、
其
描
き
方

の

色
彩
の
順
序
、

乃
至

一
種
氣
骨
あ
る
寫
生
に
は
油
繪
筆
の
剛
き
筆
毛
が
適

當
、

及
び
其
方
法
な
ど
御
掲
載
多
か
ら
ん
を
賛
成
、
否
な
御
願
ひ
し
て
止

ま
ず
。
 
 
 
 

･ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

或
時
は
山
嶽
號
、
或
時
に
海
岸
號
等

の
名
稱

の
下
に
、
先
生
の
美
敷
風
光

の
原
色
版
多
き
年
二
回
位
ひ
臨
時
増
刊

の
御
發
行
は
如
何
尾
瀬
沼
號
の
如

く
に
。

一

界

の
村
か
ら
　
　

 

松

本

白

也

私
は
及
ば
ず
な
が
ら
も
水
彩
畫
嗜
好
者
で
も
あ
り
、
研
究
し
て
み
た
い
決

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


